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                     卒業された井上葵・今藤永和・長野佳奈さん 

６年生から後輩に引継された校旗 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 六年間の思い出と両親への感謝のことば 

 

発行 大馬越地区コミュニティ協議会    電話４４－２７７３ 

会長 水流信雄     主事 久永行雄   職員 森園美鈴 

平成２７年度薩摩川内市立大馬越小学校卒業式 ３名がお別れ 

平
成
二
十
七
年
度
大
馬
越
小
学
校
卒
業
式

が
三
月
二
十
四
日
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
三
名

の
児
童
が
卒
業
に
あ
た
り
、
校
長
先
生
か
ら

卒
業
証
書
を
授
与
さ
れ
、
校
旗
の
受
け
渡
し
、

そ
の
後
三
名
か
ら
後
輩
へ
ま
た
ご
両
親
へ
六

年
間
の
思
い
出
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
心
温

か
い
お
礼
に
出
席
者
も
、
つ
い
貰
い
泣
き
を

す
る
ぐ
ら
い
、
感
銘
深
い
素
晴
ら
し
い
卒
業

式
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
当
日
は
宮
田
ヶ
原

遊
遊
サ
ロ
ン
か
ら
、
記
念
品
も
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。 

四
月
か
ら
は
入
来
中
学
校
一
年
生
と
し
大

馬
越
で
学
ん
だ
事
を
、
精
一
杯
目
標
に
向
か

っ
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。 

か
し
こ
く
・
や
さ
し
く
・
た
く

ま
し
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三
月
二
十
六
日(

土)

大
馬
越
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
て
、P

T
A

主

催
の
送
別
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

当
日
は
、
教
頭
の
上
原
大
樹
先
生
・
教

諭
の
東
郷
大
悟
先
生
・P

T
A

の
長
野
慶

幸
さ
ん
と
堀
之
内
富
喜
子
さ
ん
四
名
が

対
象
と
な
ら
れ
ま
し
た
。
上
原
教
頭
は
、

中
種
子
町
立
岩
岡
小
学
校
の
教
頭
と
し

て
、
東
郷
教
諭
は
霧
島
市
立
持
松
小
学

校
教
頭
と
し
て
転
勤
さ
れ
ま
し
た
。
上

原
教
頭
に
は
、
コ
ミ
協
の
運
営
委
員
と

し
て
、
地
区
の
発
展
と
地
域
の
橋
渡
し

を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
東
郷
先
生
に
は
、

お
や
じ
バ
ン
ド
を
通
じ
て
地
区
内
の
イ

ベ
ン
ト
・
コ
ミ
協
へ
の
支
援
等
幅
広
く

地
域
を
盛
り
上
げ
て
頂
き
ま
し
た
。
長

野
さ
ん
、
堀
之
内
さ
ん
に
於
か
れ
ま
し

て
は
、P

T
A

会
員
の
取
り
ま
と
め
役
と

し
て
、
お
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
て
、
地

区
の
発
展
に
ご
尽
力
し
て
頂
き
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
地
区
の
良
き
支
援
者
と

し
て
ほ
ん
と
う
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。

ま
た
、
先
生
に
於
か
れ
ま
し
て
は
新
任

地
で
も
お
お
ま
ご
え
魂
を
引
継
頑
張
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
を
ご
期
待
申
し
上
げ

ま
す
。 

山
口
県
長
門
市
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
視
察
の
た
め
来
館 

三
月
二
十
三
日(

水)

午
前
十
時
に
山

口
県
長
門
市
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
員
四

名
と
職
員
二
名
計
六
名
が
当
協
議
会
に

視
察
を
さ
れ
ま
し
た
。
長
門
市
の
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
は
、
平
成
二
十
五
年
度

か
ら
始
め
ら
れ
た
市
民
協
働
に
よ
る
モ

デ
ル
地
区
と
し
て
設
立
さ
れ
、
地
区
内

外
の
交
流
を
目
的
と
し
て
、
各
種
イ
ベ

ン
ト
等
を
開
催
等
さ
れ
て
い
る
地
区
で

あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
大
馬
越
地
区

が
製
造
販
売
し
て
い
る
特
産
品
に
関
す

こ
と
、
コ
ミ
協
運
営
等
に
関
す
る
事
項
に

つ
い
て
意
見
交
換
会
が
な
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
当
日
は
三
役
及
び
各
部

会
長
さ
ん
に
も
出
席
し
て
頂
き
部
の
活

動
紹
介
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

視
察
先
か
ら
主
な
質
問
事
項
は
次
の
と

お
り
で
す
。 

・
後
継
者
の
取
り
扱
い 

・
コ
ミ
協
五
つ
の
部
会
の
参
加
率 

・
グ
リ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
受
入 

・
棚
田
保
全
管
理
の
対
策 

・
し
そ
の
生
育
圃
場
等
に
つ
い
て
の
質
問

を
受
け
、
会
長
以
下
各
部
長
が
説
明
を
行

い
、
意
見
交
換
会
終
了
後
に
は
加
工
室
の

製
造
器
具
も
熱
心
に
ご
覧
に
な
ら
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

大
馬
越
小
学
校

P
T
A

主
催
送
別
会
開
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黒
武
者
真
理
子
さ
ん
に
於
か
れ
ま
し
て
は
、
一
年
前
退
職
さ
れ
ま

し
た
が
、
そ
の
後
、
地
区
内
か
ら
後
任
者
が
い
な
く
や
む
な
く
一
年

間
延
長
し
て
頂
き
、
通
産
四
年
間
の
地
区
コ
ミ
協
職
員
と
し
て
、
勤

務
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

真
理
子
さ
ん
は
、
皆
さ
ん
が
ご
承
知
の
よ
う
に
歌
に
・
踊
り
に
・
書

に
三
拍
子
揃
っ
た
、
と
て
も
優
し
い
頑
張
り
屋
で
あ
り
コ
ミ
セ
ン
活

動
運
営
の
立
役
者
で
あ
り
ま
し
た
が
、
本
年
三
月
三
十
一
日
付
け
で
、

外
部
の
目
か
ら
コ
ミ
協
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
い
と
の
こ
と
で
退
職
さ

れ
ま
し
た
。
ほ
ん
と
う
に
長
い
間
、
コ
ミ
協
活
性
化
の
た
め
に
ご
苦

労
様
で
し
た
。
今
後
は
、
大
好
き
な
農
作
業
、
趣
味
講
座
、
製
造
関
係

等
、
幅
広
い
ご
活
躍
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。 

写
真
上
、
水
流
コ
ミ
会
長
か
ら
退
職
辞
令
を
受
取
ら
れ
、
下
写
真
は
田

口
副
会
長
か
ら
花
束
の
贈
呈
で
す
。 

四
月
一
日
付
け
大
馬
越
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
職
員
と
し
て
、

水
流
会
長
か
ら
森
園
美
鈴
氏
に
辞

令
の
交
付
を
さ
れ
ま
し
た
。
森
園
氏

は
さ
つ
ま
町
出
身
で
あ
り
ま
す
が
、

前
職
はJ

A

北
さ
つ
ま
農
協
に
長
い

間
勤
務
さ
れ
、
当
地
区
に
も
沢
山
の

方
の
知
り
合
い
が
あ
り
、
大
変
喜
ん

で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
コ
ミ
協
の

運
営
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
勉
強

し
て
行
き
、
早
く
地
区
の
方
と
い
ろ

い
ろ
な
方
面
で
頑
張
り
た
い
と
の

決
意
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

平
成
二
十
七
年
度
コ
ミ
協
三

役
及
び
事
務
局
職
員
、
一
年
間

波
乱
万
丈
も
あ
り
ま
し
た
が
、

何
と
か
業
務
を
地
区
民
に
支
援

を
頂
き
な
が
ら
、
遂
行
で
き
た

こ
と
に
、
衷
心
よ
り
お
礼
と
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
年
の
総
会
に
は
初
め
て
全
世

帯
を
対
象
と
し
た
総
会
を
開
催

し
ま
す
が
、
出
来
る
限
り
参
加

し
て
頂
き
、
コ
ミ
協
の
今
後
の

運
営
に
対
す
る
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

コミュニティ協議会職員交代 ４年間大変お世話になりました 

大馬越地区コミ協職員新任辞令交付  これからよろしくお願いいたします。 



平成２８年度産しそっぷ物語「しそジュース製造」に伴うしそ移植作業始まる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

藤井一典宅ハウス内でのしそ苗間引き作業    上野良和氏管理機による黒マルチ張り作業 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

赤しそ・青しその苗移植作業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本年度産は、昨年度に比べて一ヶ月早く、移

植準備がなされました。 

昨年度、お中元に間に合わなかった反省から特

にゆうぱっく事業の申し込みに対応するため

早めの作業になっております。 

しそ苗の移植は、４月１9 日(火)に実施し、昨

年度の環境地域づくり部会員と福寿会の皆さ

んで丁寧に植え込み作業をしていただきまし

た。予定では第１回目製造を５月２３日頃にな

る見込みとなっております。 

４月６日入学式から１５日まで全国春の

交通安全運動週間に、旧運営委員会の方々

に早朝から児童の登校にあわせて、挨拶運

動を実施して頂きました。児童達は、元気

よくおはようございますと声を掛けてくれ

て、とてもすがすがしい挨拶運動ができま

した。当日参加された方にはお礼を申し上

げます。 

全
国
春
の
交
通
安
全
運
動
週
間
に

伴
う
朝
の
あ
い
さ
つ
運
動
実
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猪俣雅士教頭(霧島市立宮内小学校から) 

伊藤祐輝教諭(薩摩川内市立南瀬小学校から)   

豊田秀和(新規 PTA 会員) 

森園美鈴コミ協職員(さつま町出身) 

平
成
二
十
八
年
度
大
馬
越
小
学
校
入
学
式 

真
新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ

て
、
四
月
六
日(

水)

大
馬
越
小
学
校
に

新
一
年
生
の
入
学
式
が
あ
り
ま
し
た
。 

新
一
年
生
は
、
大
重
兼
続
君
・
豊
田
慶

太
君
・
野
久
尾
依
玲
奈
さ
ん
の
三
名
で

あ
り
ま
す
。 

三
名
は
、
少
し
緊
張
感
が
あ
り
ま
し
た

が
校
長
先
生
の
話
や
、
在
校
生
か
ら
の

激
励
の
こ
と
ば
等
、
小
学
校
で
は
何
事

に
も
目
標
に
向
か
っ
て
縄
跳
び
や
折
り

紙
で
の
か
ぶ
と
作
り
、
体
育
等
沢
山
楽

し
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
よ
と
紹
介
を
受

け
、
少
し
は
な
じ
ま
れ
安
心
さ
れ
た
よ

う
で
あ
り
ま
し
た
。 

コ
ミ
協
か
ら
は
新
一
年
生
に
文
房
具
一

式
を
水
流
会
長
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ

ま
し
た
。 

本
年
度
は
全
児
童
数
十
三
名
と
更
に
小

規
模
校
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
学
校
・P

T
A

・
地
域
一
体
と
な

っ
て
の
取
り
組
み
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

コ
ミ
協
と
し
て
も
、
馬
越
ん
子
塾
を
中

心
に
活
動
を
展
開
し
て
参
り
ま
す
。 

新任教頭・教員・PTA 会員及びコミ協職員歓迎会開催 

大馬越小学校 PTA・コミ協合同主催の歓迎

会が、４月１６日(土)大馬越地区コミュニティ

センターで開催されました。当日は、会員４２

名が参加し新任者に手厚い御もてなしをして

いただきました。恒例となっている孟宗竹に、

ソバを入れ大きな竹箸で誰が一番早く食べら

れるかの競争でありました。４名は恐る恐るこ

れは大変とばかり孟宗竹を持ち上げ、全員完食

していただきました。 

余興においては、各会員がカラオケに自慢の

喉を披露して頂き、近年にない楽しい歓迎会と

なりました。４名とも今後大変お世話になりま

す。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

倒壊した家屋 実家の写真とは異なります 

 

大
馬
越
地
区
自
治
連
絡 

協
議
会
が
解
散
し
ま
す 

合
併
前
か
ら
永
年
運
営
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
大

馬
越
地
区
自
治
連
絡
協
議
会
が
、
四
月
十
二
日
総
会
に
て

苦
渋
の
選
択
の
結
果
、
解
散
を
決
意
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。 こ

れ
ま
で
、
コ
ミ
協
行
事
・
イ
ベ
ン
ト
等
に
多
大
の
ご

支
援
を
賜
り
地
区
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
頂
き
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
今
後
は
コ
ミ
協
と
一
体
と
な
っ
た
取
り
組

み
に
励
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
と
、
財
政
面
か
ら
も
ご
支
援

を
い
た
だ
く
と
言
う
こ
と
で
、
数
年
間
は
コ
ミ
協
の
安
定

的
な
運
営
が
出
来
る
も
の
と
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り

物
心
両
面
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

こ
れ
に
伴
っ
て
、
コ
ミ
協
副
会
長
の
職
に
つ
い
て
は
、

今
ま
で
自
治
連
絡
協
議
会
長
が
副
会
長
に
充
て
職
と
申

し
合
わ
せ
事
項
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
本
年
度
総
会
に

て
規
約
の
変
更
も
予
定
し
て
お
り
、
副
会
長
の
職
は
住
民

代
表
と
す
る
案
で
調
整
中
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
監
事
に

つ
い
て
は
、
有
識
者
の
方
に
お
願
い
す
る
方
針
で
、
総
会

前
の
旧
運
営
委
員
会(

四
月
二
十
日)

に
諮
問
し
、
総
会
で

承
諾
を
得
る
と
い
う
こ
と
で
現
在
協
議
を
進
め
て
お
り

ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

 

熊
本
県
で
最
大
震
度
七
を
記
録
し

た
四
月
十
四
日
か
ら
の
熊
本
・
大
分

地
震
で
、
死
者
が
四
十
四
人
に
上
り
、

地
震
の
回
数
は
合
計
四
百
回
を
超
え

ま
し
た
。
避
難
者
数
は
十
九
万
人
万

人
超
と
な
り
、
行
方
不
明
者
の
捜
索

や
被
災
者
の
支
援
が
急
務
と
な
っ
て

い
る
現
状
で
あ
り
ま
す
。 

こ
う
し
た
中
、
大
原
春
美
さ
ん
の

孫
さ
ん
に
あ
た
る
熊
本
市
立
西
原
小

学
校
遠
藤
倫
大
朗
君(

小
学
五
年
生)

と
母
親
の
雅
子
さ
ん
が
、
緊
急
的
に

大
馬
越
小
学
校
に
熊
本
地
方
の
地
震

が
収
ま
る
ま
で
一
時
的
に
避
難
通
学

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

遠
藤
さ
ん
宅
は
、
熊
本
市
の
中
心

地
東
区
に
位
置
し
、
今
回
の
地
震
で

住
宅
の
倒
壊
は
免
れ
た
そ
う
で
す

が
、
家
の
中
は
家
財
家
具
等
が
転
倒

し
、
と
て
も
住
め
る
状
態
で
は
無
い

と
の
こ
と
で
、
祖
母
の
黒
武
者
集
落

の
春
美
さ
ん
宅
か
ら
学
校
に
通
う
こ

と
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
心
の
不
安
は

あ
ら
れ
ま
す
が
、
今
後
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
と
し
て
後
片
付
け
等
に
コ
ミ

協
及
び
黒
武
者
集
落
で
の
支
援
も
検

討
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。 

熊本震災に伴う大原春美さんの孫熊本市から 

地元大馬越小学校に一時的に避難通学 

祖母の大原春美さん・孫の遠藤倫大郎君・娘

の雅子さん家族  コミセン玄関にて 
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◇薩摩川内春の芸能祭 

 開催日 平成２8 年５月 8 日(日)午前１０時から 

 場 所 薩摩川内市民文化ホール 

 内 容 大馬越太鼓保存会が参加いたします。 

 

5 月開催主なコミ協からのお知らせ 
 

◇各部会の開催 

 開催日程については、総会が終了した後、日程が決定されますが 

事務局(案)として下記を予定しております。 

・自治活動健康福祉部会 

日程 平成２８年５月９日(月)午後７時から 

場所 大馬越地区コミセン 

内容 ２８年度事業計画の策定と人員配置 

・青少年環境づくり部会 

日程 平成２８年５月 12 日(木)午後７時から 

場所 大馬越地区コミセン 

内容 ２８年度事業計画の策定と人員配置 

◇第１回運営委員会の開催について 

 開催日 平成２8 年５月 16 日(月)午後７時から 

 場 所 大馬越地区コミセン 

 内 容 コミ事業年間計画と各部会の事業計画案に対する報告等 

 

◇大馬越地区安心安全モデル事業(道路等の改善要望現地調査) 

 開催日 平成２8 年５月 25 日(水)午前 8 時３０分から 

 場 所 大馬越地区コミセン 

 内 容 各自治会から要望のあった改善箇所の現地調査実施 

 

大馬越地区コミ協趣味講座の 

大正琴に２名の方が新規加入されま 

した。 

田中豊美さんと黒武者昌子さんです。 

二人とも大正琴は始めてであります 

が、これから毎月練習に参加され 

地区の文化祭に初デビューをと意気 

込んでいらっしゃいます。 

 今回初めての男性加入で、盛り上がりを期待しております。 



 

 

 

日 曜日 時間 行      事 日 曜日 時間  行      事 

１ 日 
 可燃ごみ(長野・中山) 

16 月 
 

19:00 

可燃ゴミ(長野・中山) 

第１回運営委員会 

2 月 
 可燃・不燃ゴミ(長野・中

山) 
17 火 

 可燃ごみ(大馬越) 

3 火 
 可燃ごみ(大馬越) 

憲法記念日 
18 水 

  

4 水 
19:00 

 

大馬越太鼓練習 

みどりの日 
19 木 

 可燃ゴミ(長野・中山) 

5 木 

 可燃ごみ(長野・中山) 

こどもの日 20 金 

 

 

13:30 

可燃・資源ごみ(大馬

越) 

こだまの会・健康体操 

6 金 
 

13:30 

可燃・資源ごみ(大馬越) 

こだまの会・健康体操 
21 土 

  

7 土 
19:00 大馬越太鼓練習 

22 日 
  

8 日 
8:00 

10:00 

粗大ゴミ搬入(入来支所) 

春の芸能祭 
23 月  

不燃ごみ(大馬越) 

可燃ゴミ(長野・中山) 

9 月 
 

19:00 

可燃ごみ(長野・中山) 

自治活動健康福祉部会(案) 
24 火  

可燃ごみ(大馬越) 

10 火  
可燃ごみ(大馬越) 

25 水 
8:30 道路診断現地調査 

11 水 
15:00 

 

コミ主事会議 
26 木 

 

9:30 

可燃ゴミ(長野・中山) 

大正琴 

12 木 

 

9:30 

19:00 

可燃ゴミ(長野・中山) 

大正琴 

青少年環境づくり部会(案) 

27 金  
可燃ごみ(大馬越) 

資源ゴミ(長野・中山) 

13 金  
可燃ごみ(大馬越) 

資源ゴミ(長野・中山) 
28 土 

  

14 土   29 日   

15 日 
  

30 月 
 可燃ゴミ(長野・中山) 

    31 火  可燃ごみ(大馬越) 

大馬越地区コミュニティ協議会 5 月のカレンダー 

編集後記  ４月下旬～５月下旬大型連休が始まります。農作業も忙しくなる時期とは察しま

すが、時には家族揃ってリフレッシも行ってください。今後熊本・大分地方の地震が拡大しな

いことをお祈りします。 


